
 

 

 

◎ 詳細については取扱説明書を

お読みください。 

オートクレーブ滅菌の手順 
 警告  必ず患者さんごとにオートクレーブ滅菌

を行ってください。 
 注意  滅菌・乾燥温度は、135℃以下で行って

ください。 

清   掃 洗浄、又は、給油 オートクレーブ滅菌 

 注意  滅菌前の清掃、洗浄、又は、給油を怠ると故障の原因になります。 

キャップ固定ねじ 

エアーノズル

突起 

穴

引抜く 

リング 

④ 

 注意  必ずＡＲスプレーを使用してください。 

 スプレーするときは必ずボトルを立てて行ってください。 

ハンドピース接続部に 
スプレーノズルを当て 
2秒スプレーします。 

ヘッド部をガーゼ等でおおい、
スプレーノズルの先端をバー
挿入口に挿入し、 
2秒スプレーします。 

③－1 ③－2 

 警告   チャック部にスプレーするときはガーゼ等でヘッド部をおおってください。 

チューブにハンドピースを取付けて
15 秒以上回転させ、ヘッド内の
余分なスプレー液を除去します。 

ハンドピース接続部に 
スプレーノズルを当て 
2秒スプレーします。 
 

③ 

 オートクレーブ滅菌手順 

  
 

エアータービン ハンドピース 
≪ボールベアリング≫ 

 
※ ハンドピース・バー抜き工具は、オートクレーブ滅菌が可能です。 

※ バー(特にバーの目詰まりや汚れを取ります)、バー抜き工具は、水道水で汚れを

取り、十分に清掃し、水分をふき取ってからオートクレーブ滅菌してください。 

 

  

 
キャップ固定ねじの締付け確認 

キャップ固定ねじの締付けを確認してください。 

 警告  キャップ固定ねじが十分に締付けられていませんと、 

キャップ固定ねじやキャップが外れ、口腔内を傷つけたり、

患者が飲込むおそれなどがあり危険です。 

※プッシュチャックの場合 

 

 

 

 

≪ボールベアリング≫ PAR シリーズ 
  洗 浄･･････････ＡＲスプレー         チャック洗浄････ＡＲスプレー 

 

 

 

 

 

空回転 

 

 

 

 

 

 

 

 
 注意 

  空回転時、プッシュボタンに
触れないようにしてください。 

取外すとき≪共通≫ 

 

① チューブ接手のリングを持

ち、ハンドピースをまっすぐ

引抜きます。 

清 掃≪共通≫ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ヘッドに付着した切削粉

をブラシで清掃し、消毒

用アルコールを含ませ

たガーゼでハンドピース

全体をふきます。 

※フリクションチャックの場合 

≪ボールベアリング≫ SAR シリーズ 
洗 浄････ＡＲスプレー  

※フリクションチャックの場合 

潤滑油の塗布≪共通≫ 

 

 

 

 

 

挿入力テスターを潤滑油ケース
から出し、チャックに潤滑油を
塗布します。 

オートクレーブ滅菌≪共通≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ガーゼでハンドピース全体をふき、滅菌

パックに入れて、オートクレーブ滅菌し

てください。 

 注意  オートクレーブ滅菌のとき

は、高温でOリングなどを

損傷するおそれがあるの

で、ハンドピースを滅菌パ

ックに入れて、熱源や缶体

に密着させないようにしてく

ださい。 

 バー・ポイントを挿入したま

まオートクレーブ滅菌しな

いでください。 

取付けるとき≪共通≫ 
 

 

 

 

 

 

 

 
⑥ チューブ接手のリングを持ちまっ

すぐカチッと音がするまでハンド

ピースを差込みます。 

 

 

 トルクテック アタッチメント 

 
 取外すとき 

 

 

 

 

 

 

 
① トルクテックをモーターか

ら取外します。 

 

洗浄 

 

 

 

 

 

 

 

② ハンドピースに付

着した切削粉を

流水でブラシな

どを用いて清掃

します。 

消毒 
 

 

 

 

 

 

 
③ 消毒用エタノールを

含ませて硬く絞った 

ガーゼで清拭します。 

 

 

注油 

 LS スプレー 

④ ST-DH 
CA-DC（-O）  
アタッチメントをガーゼ等でおおい、スプレーノズルを接続部に
差込み、2秒スプレーします。 
ストレートハンドピースは、ロッキングシースを開いた位置に合
せてください。閉じるとスプレー液が届きません。 

④ CA-51F-O 

LSスプレーにスプレーノズルをねじ込み、 
レバーを引き上げて、ノズルの先端をバー
挿入口に挿入し、2秒スプレーします。  
レバーを押し下げて、トルクテックの接続部
にノズルを差込み、トルクテックをしっかり
保持して2秒スプレーします。 

 警告  スプレー液が飛散して目に入るおそれがありますので、

ガーゼなどでおおってスプレーしてください。 

スプレー液の除去 

 

 

 

 

 

 
⑤ スリーウェイシリンジにエアーノズル

を取付け、エアーノズルを接続部
に差込み、20～30秒エアーを出
し、スプレー液を吹飛ばします。 

 注意  スプレー液の除去を

怠ると、トルクテック

の故障の原因になり

ます。 

オートクレーブ滅菌 

 

 

 

 

 

 

 
⑥ ガーゼで拭き、滅菌パックに入れてオート

クレーブ滅菌します。 

 注意  オートクレーブ滅菌後は熱くなっ

ていますので、十分に熱が冷め

るまで触れないでください。 

取付けるとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑦ アタッチメントをモーター

の接続筒にまっすぐカチ

ッと音がするまで差込み

ます。 

 

(ライト付き、CA-DC-O、

CA-51-F-O の場合) 

 

 

 

 

 

 

 
モーターの穴にトルクテック

の突起が合うように軽く押し

ながら回します。 

穴と突起が合うとカチッと音

がします。 

キャップ固定ねじ 

プッシュチャック フリクショングリップ 

※ アタッチメントは、オートクレーブ滅菌が可能です。

ST-DH CA-DC(-O) CA-51F-O 

ストレート  コントラ 

差込む 

差込む

リング
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